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1) 三浦寛司、喜馬真希．遠隔カンファレンスに求められる要件～4K超高精細画

像を用いた経験より．けいはんな情報プラザ．2013年11月8日；京都． 

 

＊受賞 

1) 相部則博．日本放射線腫瘍学会 2013年優秀教育講演者賞；教育口演 B5 乳

癌．日本放射線腫瘍学会 第 25回学術大会．2012年 11月 25日；東京． 

 

＊新聞記事、コラム、など 

1） 竹内義人、斎藤博哉、田中利洋．Oncologic emergencyに対する緊急 IVR．

Medical Tribune 46（26）：11，2013． 

 

2） 山田 惠．我々の Radiologyは世界の目にどう映っているのか？．JCR ニュ

ース 192：12，2013． 

 

3） 山田 惠．ACR との2012年度定例会議報告．JCR ニュース193: 15-16，2013． 

 

4） 山田 惠．治療医 vs.診断医，そしてオバマケア．JCR ニュース 196: 16-18，

2013． 

 

＊研究会や医師会などでの講演 

 

1） Yamada K．Radiology in Japan．2013 March 18；Ho Chi Min City，Vietnam． 

 

2） Yamada K．Evaluating structural connectivity using diffusion weighted 

imaging．1st TIC-PDMD 2013．2013 March 31；Taipei，China． 

 

3） Yamada K．Some mysteries of diffusion weighted imaging．2013 April 1；

Taipei，China． 

 

4） Yamada K．Case review of emergency cases; Learning from our own mistakes．

2013 April 2；Taipei，China． 

 

5） Yamada K．Emergency cases that were missed．2013 September 7；Seoul，

Korea． 

 

6） Yamada K．Advanced Imaging Symposium．2013 October 12；Taipei，China． 



 

 

 

7） 山田 惠．放射線科を取り巻く最近の話題．滋賀県放射線医会．2013年 1

月 12日；草津． 

 

8） 山田 惠．もうお腹いっぱい！拡散強調画像の基礎; フルコース．磁気共鳴

懇話会．2013 年 2月 6日；京都． 

 

9） 山田 惠．放射線科に関する話題からかいま見る医療業界の近未来．第 11

回移植・一般外科同門会，講演会．2013年 4月 27日；京都． 

 

9) 山田 惠．放射線科に関する話題からかいま見る医療業界の近未来．社会保

険神戸中央病院講演会．2013年 6月 6日；神戸． 

 

10) 山田 恵．放射線科に関する話題からかいま見る医療業界の近未来．松仁会．

2013年 6月 21 日；大阪． 

 

11) 山田 惠．放射線科に関する話題からかいま見る医療業界の近未来．大阪医

師会講演会．2013 年 9月 14日；大阪． 

 

12) 山田 惠．放射線科に関する話題からかいま見る医療業界の近未来．舞鶴医

師会講演会．2013 年 11月 7日；舞鶴． 

 

13) 山崎秀哉、小谷直広、荻田幹夫、井上 洋、姫井健吾、古妻理之、山下弘一、

鵜殿弘貴．サイバーナイフによる頭頸部腫瘍再照射後の頸動脈出血頻度多施

設調査．第 26 回日本高精度放射線外部照射研究会．2013年 2月 23日；京

都． 

 

14) 山崎秀哉．大阪医大 Problem Based Learning（PBL）．最新の治療事情：先

端放射線治療機器と臨床応用．2013年 11月 26日；高槻． 

 

15) 山崎秀哉．消化器がん．京都府看護協会認定看護士教育課程がん放射線療法

看護講義． 2013年 10月 15日；京都． 

 

16) 山崎秀哉．肺がん．京都府看護協会認定看護士教育課程がん放射線療法看護

講義．2013年 10月 8日；京都． 

 



 

 

17) 竹内義人．消化管に対する IVR総論 シンポジウム消化管の IVR．第 3回 緩

和 IVR研究会．2013年 11月 9日；名古屋． 

 

18) 竹内義人．非血管系 IVRの基本．第 3回インターベンションエキスパートナ

ース講習会．2013 年 11月 23日；京都． 

 

19) 竹内義人．楽しい解剖学 2013．第 6回 IVR看護師ステップアップセミナー．

2013年 9月 7 日；東京． 

 

20) 竹内義人．肝臓以外のビーズに期待すること．第 18 回肝動脈塞栓療法研究

会．平成 25年 5月 17日；軽井沢． 

 

21) 竹内義人．安全な CV 穿刺法．北部医療センター月例勉強会．2013 年 11 月

21日；京都． 

 

22) 竹内義人．IVR による症状緩和．第 1 回中央病院「緩和ケア研修会」．2013

年 2月 23日；東京． 

 

23) 竹内義人．IVR 生検の特徴．中央病院メディカルオンコロジーカンファレン

ス．2013年 3 月 13日；東京． 

 

24) 竹内義人．おなかのしくみとカテーテル治療．北部医療センター第 2回府民

公開講座．2013 年 7月 28日；京都． 

 

25) 田中 治．Gunther IVC Vena Cava filter のエッセンス!?．第 45回京滋 IVR

懇話会．2013 年 5月 25日；京都． 

 

26) 田中 治．ヒアリハット コイリング編．第 28 回放射線診療安全向上研究

会．2013年 6 月 7日；京都． 

 

27) 赤澤健太郎．基礎から学ぶ救急頭部画像診断．第 9回前期臨床研修医のため

の画像診断セミナー．2013年 6月 9日；兵庫． 

 

28) 赤澤健太郎．救急頭部画像診断．第 41 回研修医・学生のためのイブニング

セミナー．2013 年 7月 18日；京都． 

 



 

 

29) 赤澤健太郎．脊椎、脊髄：第 1 回放射線科レジデントセミナー．2013 年 11

月 15日；東京． 

 

30) 後藤眞理子．乳腺診療における乳房MRIの役割と動向．関西Radiology Update．

2013年 3月 16 日；大阪． 

 

31) 後藤眞理子．画像診断依頼の仕方．第 41 回研修医・学生のためのイブニン

グセミナー． 2013年 7月 18日；京都． 

 

32) 後藤眞理子．CT の基本から画像診断の実際－各論編－．第 5 回法医画像勉

強会．2013年 9月 7日；京都． 

 

33) 後藤眞理子．診断学総論．第 1回レジデントセミナー． 2013 年 11月 15日；

東京． 

 

34) 西田香織．ＩＴ活用と画像診断の現状．第 5回医療ＩＴイノベーション戦略

研究会．2013 年 1月 22日；東京． 

 

35) 西田香織．放射線科医が語る転移の画像診断．市立福知山市民病院がん診療

に係る講演会．2013年 3月 7日；福知山． 

 

36) 西田香織．胎児 MRI 入門．第 36 回関西 GUR 研究会．2013 年 7 月 26 日；大

阪．  

 

37) 三浦寛司、喜馬真希．遠隔カンファレンスに求められる要件～4K 超高精細

画像を用いた経験より．けいはんな情報通信フェア 2013．2013 年 11月 8日；

京都． 

 

38) 相部則博．サイバーナイフによる高精度放射線治療．伏見医師会．2013年 9

月 17日；京都． 

 

39) 相部則博．がん医療研修会．2013年 9月 25日；京都． 

 

＊研究会などの発表 

1) 竹内義人．B-GLUE 自験の 2例．第 2回 B-GLUE研究会．2013 年 2月 23日；

東京． 



 

 

 

2) 竹内義人．舟の漕ぎ方．第 3回 B-TACE研究会．2013年 1月 19日；東京． 

 

3) 竹内義人．腫瘍 IVRの世界観．肝癌ミーティング．2013年 9 月 13日；京都． 

 

4) 竹内義人．がん救急の IVR．第 28回京滋 ERセミナー．2013 年 8月 10日；

京都． 

 

5) 竹内義人．内視鏡的に捻転整復可能であった短軸性胃捻転の一例．2013年 8

月 10日；京都． 

 

6) 竹内義人．腫瘍 IVRの世界観．第 16回但馬画像研究会．2013 年 11月 29日；

兵庫． 

 

7) 竹内義人．CT インターベンションのヒヤリハット．どこまで CTでやります

か．第 28回放射線診療安全向上研究会．2013年 6月 7日；京都． 

 

8) 竹内義人．興味ある直近の一例．第 47回北近畿画像診断 IVR 勉強会．2013

年 11月 2日；福知山． 

 

9) 竹内義人．がん症状緩和の IVR．第 46回北近畿画像診断 IVR 勉強会．2013

年 7月 6日；福知山． 

 

10) 西田香織、寺山耕司、後藤眞理子、赤澤健太郎、山田 惠．Mixed acinar 

endocrine carcinomaの2例．第27回日本腹部放射線研究会．2013年6月21日；

宇都宮． 

 

11) 西田香織、赤澤健太郎、後藤眞理子、高畑暁子、内藤泰行、三木恒治、山田 

惠 ． 抗 炎 症 薬 の 奏 効 に よ り 部 分 切 除 し え た 膀 胱 inflammatory 

myofibroblastic tumor の一例．第 1 回泌尿器画像診断・治療技術研究会．

2013年 9月 27-28日；京都． 

 

12) 一条祐輔、寺山耕司、西田香織、山田 惠．膵尾部腫瘍の一例．第 75回比

叡山画像カンファレンス．2013年 2月 7日；京都． 

 



 

 

13) 後藤紀子、奥山智緒、西村元喜、松島成典、山田 惠．不明熱の原因検索に

核医学検査が有用であったpolycystic diseaseの一例．第118回核医学症例

検討会．2013年2月19日；兵庫． 

 

14) 新田紀子．下腸間膜動脈解離の一例．第 26回救急放射線画像研究会．2013

年 9月 18日；東京． 

 

15) 土屋邦彦、宮地 充、大内一孝、坂本謙一、吉田秀樹、柳生茂希、家原知子、

安田 誠、藤原敦子、小林加奈、西村元喜、小西英一、橋井桂子、細井 創．

高リスク横紋筋肉腫に対する治療間隔を短縮したVDC/IE療法、VI療法、VAC

療法による多剤併用療法の経験．第13回JRSG研究会．2013年1月27日；東京

（小児科と共同）． 

 

16) 田添 潤、山田 惠、赤澤健太郎．再発を繰り返した耳下腺多形腺腫の頭蓋

内転移の一例．第 13回 MR Retroscopy 勉強会．2013年 10 月 5日；東京． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

＊科学研究費補助金などの研究費交付状況（平成 25年度継続分） 

 

山崎秀哉． 

研究種目：基盤 B 

課題番号：24591848 

課題名：呼気中一酸化窒素測定による胸部放射線治療後放射線肺臓炎の早期発

見・治療効果判定 

研究期間：平成 24年-26年度 

 

竹内義人． 

研究種目：厚労省がん研究開発費 

課題番号：23-A-27 

主任課題名：有効な IVR手技の開発と標準化のための多施設共同研究 

分担課題名：緩和 IVR の臨床的評価に関する研究 

研究期間：平成 25年度 

 

松島成典． 

研究種目：若手研究(B) 

課題番号：23791436 

課題名：糖尿病の進行度が脳内アミロイド沈着および糖代謝に及ぼす影響 -PET

による検討- 

研究機関：平成 23年-平成 26年度 

 

赤澤健太郎． 

研究種目：若手研究(B) 

課題番号：24791325 

課題名：拡散強調画像を利用した側脳室内脳脊髄液の温度測定における基礎検討 

研究期間：平成 24年-平成 26年度 

 

後藤眞理子． 

研究種目：若手研究(B) 

課題番号:24791327 

課題名：複数 b値拡散強調像を用いた単純 MRIによる新しい乳腺病変質的診断法

の開発 

https://kaken.nii.ac.jp/


 

 

研究期間：平成 24年-平成 25年度 

 

三浦 寛司． 

研究種目：若手研究(B)  

研究者番号：20607593 

課題名：媒体注入下の肺スリガラス結節に対するラジオ波焼灼療法の基礎的・臨

床的研究 

研究期間：平成 24年-平成 25年度 

 

 

関連病院業績（2013 年 1月～2013年 12月） 

 

Ⅰ 著書 

1) 森下博之. 術後出血. 中島康雄、松本純一編. 救急医学 2013 年 9 月臨時増

刊号 救急診療における CT・MRIと IVR.東京:へるす出版，1398-1402, 2013． 

 

Ⅱ 総説 

 

Ⅲ 原著 

1） 森下博之． NBCA を用いた多発性嚢胞腎に対する腎動脈塞栓術．日本腎臓病

学会誌 55(4):551-552, 2013． 

 

2） 中路康介、小谷知也、田中 匡、加藤武晴、牛嶋 陽． 慢性再発性多発骨

髄炎と考えられた 1例．松仁会医学誌 52：27-32，2013． 

 

3） Morishita H, Yamagami T, Matsumoto T, Asai S, Masui K, Sato H, Majima 

A, Sato O．Transcatheter arterial embolization with N-butyl 

cyanoacrylate for acute life-threatening gastroduodenal bleeding 

uncontrolled by endoscopic hemostasis．J Vasc Interv Radiol 

24(3):432-438, 2013． 

 

4） Okuyama Y, Fukui A, Enoki Y, Morishita H, Yoshida N, Fujimoto S．A large 

cell neuroendocrine carcinoma of the gall bladder: diagnosis with 

18FDG-PET/CT-guided biliary cytology and treatment with combined 

chemotherapy achieved a long-term stable condition． Jpn J Clin Oncol 

43(5): 571-574, 2013． 

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23433417
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23433417
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23433417
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23532186
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23532186
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23532186
http://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/23532186


 

 

Ⅳ 学術集会でのプロシーディングス 

 

Ⅴ 報告書 

 

Ⅵ 学会発表 

A 国際学会 

 

B 国内学会 

1) 特別講演、招聘講演、基調講演、教育講演など 

1) 牛嶋 陽． 放射線治療に有用な核医学画像 –Theranostics にむけて-． 第

286回日本核医学技術学会近畿地方会． 2013年 12月 7日；大阪． 

 

2) シンポジウム、ワークショップ、パネルディスカッションなど 

1) 森下博之. IVRに必要な救急の知識. 技術教育セミナー. 第 42回日本 IVR学

会総会. 2013 年 5月 16日-18日;軽井沢． 

 

3) 一般講演 

 

1) 馬場千紗、小谷知也、田中 匡、加藤武晴、牛嶋 陽． 大網放線菌症の 1

例． 第 305 回日本医学放射線学会関西地方会． 2013 年 11 月 2 日；大阪． 

 

2) 松本知博、森下博之、浅井俊輔、吉川達也、佐藤 修、鈴木隆裕、山上卓士. 

内視鏡的乳頭切開術後出血に対し血管塞栓術を施行した 1例. 第 303回日本

医学放射線学会関西地方会．2013年 2月 2日；大阪． 

 

3) 乾 貴則、佐藤 修、吉川達也、浅井俊輔、松本知博、森下博之、古谷誠一、

浦田洋二、谷口史洋、塩飽保博. 壁外発育型の大腸がんの 3 例. 第 303回日

本医学放射線学会関西地方会. 2013年 2月 2日；大阪． 

 

4) 吉川達也、松本知博、佐藤 修、森下博之、飯田茂晴、浅井俊輔、竹内一郎、

山上卓士. 腎動静脈奇形（cirsoid type）に対してマイクロバルーンカテを

用い塞栓術行った一例 ）に対してマイクロバルーンカテを用い塞栓術行っ

た一例. 日本 IVR学会第 33回関西地方会. 2013年 2月 16日；大阪． 

 

5) 松本知博、浅井俊輔、高階謙一郎. 乳頭切開術後出血に対し血管塞栓術を施

行した 1例. 第 49回日本腹部救急医学会総会. 2013年 3月 13日-14日；福



 

 

岡． 

 

6) 佐藤 修. Usefulness of the appendicular vein identification in CT 

diagnosis of perforating appendicitis. 第 72回日本医学放射線学会総会. 

2013年 4月 11 日-14日；横浜． 

 

7) 古谷誠一、河原貴史、布施俊明、田中義浩. キネクトセンサーを用いた放射

線治療の呼吸モニタリングと Intra fractional motion 検知の試み. 第 304

回日本医学放射線学会関西地方会. 2013年 6月 15日；大阪． 

 

8) 田中善啓、谷口史洋、丹後泰久、下村克己、糸川嘉樹、池田 純、塩飽保博、

浦田洋二、佐藤 修、平本秀一. 肝内胆管癌との鑑別が困難であった胆管内

進展をきたした大腸癌肝転移の一例. 第 68 回日本消化器外科学会総会. 

2013年 7月 17 日-19日；宮崎． 

 

9) 古谷誠一、河原貴史、布施俊明、桐谷眞澄、坂井志万子、井上雄介、田中義

浩、高坂静佳、堂屋 瞳、吉川達也、佐藤 修. キネクトセンサーを用いた

呼吸モニターと体動監視システムの開発と放射線治療への応用. 日本放射

線腫瘍学会第 26回学術大会. 2013年 10月 18日-20日；青森． 

 

Ⅶ その他 

 

＊研究会などの発表 

1) 田中 匡、野間惠之、西本優子、三田裕樹、坂本憲昭、堀之内宏樹、横田悠

介、齋藤広美、延原正英、森 暢幸、菅 剛、楠 直明、谷口尚範、橋本成

修、田口善夫、本庄 原、小橋陽一郎． 胸部異常陰影で発見されたびまん

性肺疾患の 1例． 第 57回胸部画像検討会．2013年 5月 25 日；大阪． (天

理よろづ相談所病院、奈良県立医科大学との共同) 

 

2) 田中 匡、野間惠之、西本優子、谷口尚範、楠 直明、延原正英、橋本成修、

田口善夫、本庄 原、小橋陽一郎． 診断に苦慮した間質性肺炎の 1例． 第

27回胸部放射線研究会． 2013年 10月 12日;；名古屋．(天理よろづ相談所

病院との共同) 

 

3) 田中 匡、西本優子、野間惠之、三田裕樹、坂本憲昭、堀之内宏樹、横田悠

介、齋藤広美、延原正英、森 暢幸、菅 剛、楠 直明、谷口尚範、稲尾 崇、



 

 

田口善夫、本庄 原、小橋陽一郎． 診断に難渋したびまん性肺疾患の 1例． 

第 58 回胸部画像検討会． 2013 年 10 月 19 日；大阪． (天理よろづ相談所

病院、奈良県立医科大学との共同) 

 

4) 乾 貴則、越野幸子、伊藤誠明、森下博之、佐藤 修、樋野陽子、中尾龍太、

浦田洋二．卵巣腫瘤の 1 例（症例検討）．第 77 回比叡山画像カンファレン

ス．2013年 10 月 24日；京都． 

 

 

 

＊研究会や医師会などでの講演会 

1) 佐藤 修. 癌の画像診断 –読影のポイントと注意点-. がんワークショッ    

プ. 2013年 6 月 13日；京都． 

 

2) 佐藤 修. リンパ腫様肉芽腫症 (LYG)の 1 例（症例検討）. CT 道場. 2013

年 5月 17日；大阪． 

 

3) 佐藤 修. 胆嚢血管腫の１例（症例検討）. CT 道場. 2013 年 9 月 20 日；

大阪． 

 

4) 佐藤 修. 上腹部巨大腫瘤を呈した胆嚢小細胞癌の１例（症例検討）. CT

道場. 2013年 11月 22日；大阪． 

 

5) 牛嶋 陽． 核医学臨床（腫瘍・骨・その他）． 第 6回核医学専門技師研修

セミナー． 2013 年 5月 25日；京都． 

 

6)  牛嶋 陽． 基礎医学、臨床（腫瘍・骨・その他）． 第 5回核医学専門技師

養成講座． 2013 年 5月 25日；京都． 

 

7) 森下博之. 救急医療を語るパネルディスカッション. 第 45回京滋 IVR懇話

会. 2013年 5 月 25日； 京都． 

 

8) 鈴木孝信．いつかは役立つ MRI ．山科医師会 地域連携学術講演会．2013

年 9月 7日；京都． 

 

9) 鈴木孝信．胸部の画像診断．RST勉強会．2013年 11月 27日；京都． 


